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原 直

音声情報処理技術の多くは，時系列情報に対する機械学習
方式を基盤としており，様々な場面での活用が期待できます．加
えて，人間自身を理解することで技術開発に応用することがで
きるという学際的な面も持つ技術分野でもあります．
本研究室では，音声対話インタフェースや生体信号に基づ
く行動認識のような，人と機械の高度なコミュニケーション
を可能とするための技術開発を目指しています．その目標のために，

音声情報処理に関する研究を軸として，より多様な情報をも表
現しうる方式の研究や，多様な情報源を処理する方式の研究
を進めています．

マルチモーダル情報処理学研究室（岡山大学・原研究室）
Multimodal Information Processing Laboratory, Okayama Univ.



研究に基づく技術基盤の確立

◆時間信号（短期間）の処理… 音声音響技術を基盤とした技術

◆時間信号（長期間）の処理… ライフログ技術を基盤とした技術

◆コンセプトドリフトの処置… 異常検知とオンライン学習（模索中）

サウンドスケープ
研究への発展
✓ LOIS研究会 2022.3
✓ Internoise 2023.8

音声 & GPS情報
を用いた音環境
印象指標の推定

GPS情報の拡張
GPS情報を元に
衛星写真を検索

共感的対話音声
合成研究への発展
✓ LOIS研究会 2021.3
✓ Interspeech 2023.10

Many-to-one 音声
変 換 と Zero-shot
音声合成を組み合
わせることで，

ユーザに合わせ
られる音声合成

SSQP-PAQS (ISO/TS 12913)
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